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＊学習指導要領の改訂に伴い、令和元年に小学校並びに中学校教材整備指針が一部改訂されました。
6頁掲載の教材整備指針については、17-20頁の小学校・中学校教材整備指針ダイジェスト版をご覧ください。

P１７～２０‥小学校・中学校教材整備指針ダイジェスト版
P２０・・・・・・生活やものづくりの学びネットワークで開催してきた企画と学習会
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Q. 授業に必要な設備･教材の財源はどうなっていますか？

地方交付税による財源措置がなされ、教材整備のための目安が示
されています。

教材整備のための経費は、現在、地方交付税による財源措
置がなされています。文部科学省では、教材を整備する学校
や地方公共団体の参考となるよう、学習指導要領の改訂を
踏まえた教材の整備基準を公表しています。

平成23年度
学校あたり、学年あたり、学級あたり、グループあたりの整

備の目安を教材毎に例示した「教材整備指針」が策定された
ので、各学校や地方公共団体は、この措置を活用し、計画的
に教材整備が行われています。

平成24～令和3年度
｢義務教育諸学校における新たな教材整備計画」に単年度

措置額 約800億円（10ヵ年総額 約8,000億円）の地方交
付税措置がされています（小学校：約500億円、中学校：約
260億円、特別支援学校：約40億円） 。

中学校教材整備指針「技術・家庭科」（平成23年文部科学省）

学びの質を高めるために、各教科の設備･教材を整備できる教員が必要です。
6
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小学校・中学校教材整備指針ダイジェスト版 

小学校教材整備指針(家庭) 

※ 新規に例示した教材に「○」印を、例示内容を一部見直した教材に「△」印を付している

機 能 別 分 類 整理
番号 

例  示  品  名 新規 

発表・表示用教材 176 黒板（栄養黒板、献立黒板など） 

177 教授用掛図（家族・家庭生活、衣・食（五大栄養素、食品の主
な働きなど）・住の生活や文化、消費生活・環境に関するもの)な
ど 

△ 

178 標本（基礎縫い、布地など） 
179 模型（食品、献立、住居など） 

180 教師用教具（裁縫用具、栄養指導用具など） 

道具・実習用具教材 

（衣生活関連教材） 

（食生活関連教材） 

181 カード教材（食品カード、献立カードなど）

182 電気アイロン 
183 アイロン台
184 噴霧器 
185 電気洗濯機 

186 手洗い関係用具（洗濯板、たらいなど） 

187 ミシン及び付属品
188 裁縫板 
189 裁縫用具セット 
190 大鏡 
191 コンロ
192 炊事用具セット 

193 鍋類（両手鍋、片手鍋、フライパンなど） 

194 容器類（しょうゆ・ソース入れ、油入れなど） 

195 食器類（和食器、洋食器、はし、スプーン、フォークなど） 

196 調理用生ゴミ処理機 
197 電子オーブンレンジ 
198 ホットプレート
199 電気冷凍冷蔵庫 
200 エアタオル
201 ＩＨクッキングヒーター 
202 電気炊飯器 
203 上皿自動秤 
204 計量器 
205 食品成分検査用具（塩分計、糖度計など） 
206 整理用教材（電気掃除機、清掃用具、まな板包丁滅菌庫など） 

実験観察・体験用教材
（住生活関連教材）

207 照度計 

208 温湿度計 
209 簡易騒音計 ○
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(令和元年一部改訂)

詳細につきましては、文部科学省ホームページ「学校教材の整備」をご覧ください。



中学校教材整備指針(技術・家庭) 

※ 新規に例示した教材に「○」印を、例示内容を一部見直した教材に「△」印を付している

技術分野 
機能別分類 整理

番号 
例  示  品  名 新規 

発表・表示用 
教材 205 材料の技術の標本・資料（新素材、木材、金属、プラスチック等の標本

や、材料に関する映像資料など） △ 

206 加工の技術の模型・資料（観察用製品、建築物・木組み模型や、加工に関する
映像資料など） 

○ 

207 生物育成の技術の標本・資料（作物標本や、栽培・飼育等に関する 映像資料な
ど） 

○ 

208 エネルギー変換の技術関係の模型・資料（風力・水力発電機、燃 料電
池、太陽電池、スターリング エンジン、直流・交流モータ、屋 内配線展開
板、動力伝達機構模型、発電・各種機器等に関する映 像資料など）

△ 

209 エネルギー変換の技術関係の分解・観察・分解・組立用機器（電 気機
器、自転車など）

○ 

210 情報の技術関係の模型・資料（コンピュータシステム模型、計算機・情
報システム、等に関する映 像資料など） ○ 

211 情報通信ネットワークの模型・資料（ネットワーク模型，ネットワークに関
する映像資料など） 

△ 

212 計測・制御システムの模型・資料 
（計測制御システム模型，計測・制御システムに関する映像資料など） △ 

213 教師用工具・機器一式 △ 

（材料と加
工） 

216 安全用具等（防護眼鏡、防塵マスク、手袋等） △ 

217 ３Ｄプリンター ○ 

218 製図用ソフト △ 

219 加工用工具（木材・金属等の材料 に応じた加工用工具（けがき、切断、穴あ
け、加熱、組立・接合、 塗装など） △ 

220 小型加工機器（ベルトサンダー、卓上ボール盤、卓上帯のこ盤、電動ドライバーなど） △ 

221 固定具（万力、Ｌ型クランプなど） △ 

222 測定具（ノギスなど） 
（生物育成） 223 作物栽培関係用具（耕起用具、かん水用具、簡易養液栽培用具など） △ 

224 動物の飼育・水産生物の栽培関係 用具（水槽、ゲージ、温度管理用具など） △ 
（エネルギー
変換） 225 機械関係整備・組み立て用工具（ドライバー、スパナなど） ○ 

226 電気関係組立・点検用工具・機器（ハンダごて、ニッパ、ラジオペンチ、回路
計など） 

○ 

227 電気回路、力学的機構実験機器、シミュレーションソフト ○ 
（情報） 228 ネットワークを利用したコンテン ツプログラミング用教材（ネット ワークケー

ブル、ルータ、デジタ ルカメラ、ＵＳＢカメラ、デジタ ルビデオカメラな
ど）

△ 

229 コンテンツ用プログラミング言語 ○ 

230 計測・制御プログラミング用教材  （制御用ロボットなど） ○ 
231 計測・制御用プログラミング言語 ○
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家庭分野
機能別分類 整理

番号 
例  示  品  名 新規 

発表・表示用 
教材 

232 黒板（栄養黒板、献立黒板など） 

233 教授用掛図（家族・家庭生活、衣・食・住の生活や文化、消費生活・環境
に関するものなど） 

△ 

234 標本（繊維、基礎縫いなど） 
235 模型（食品、献立、住居など） 

236 教師用教具（裁縫用具、栄養指導用具など） 

道具・実習用具
教材 
（衣生活関連教
材） 

237 カード教材（食品カード、献立カードなど）

238 電気アイロン 
239 アイロン台
240 噴霧器 
241 電気洗濯機 
242 手洗い関係用具 (洗濯板、たらいなど) △ 

（食生活関連
教材） 

243 ミシン及び付属品

244 裁縫板 

245 裁縫用具セット 
246 大鏡 
247 きもの △ 
248 帯 
249 標本（衣服の再利用） 
250 コンロ ○ 
251 炊事用具セット 
252 鍋類（両手鍋、片手鍋、フライパ ン、蒸し器など） 
253 容器類（しょうゆ・ソース入れ、油入れなど） △ 

254 食器類（和食器、洋食器、はし、スプーン、フォークなど） 

255 調理用生ゴミ処理機 

256 電子オーブンレンジ 

257 ホットプレート
258 電気冷凍冷蔵庫 
259 エアタオル
260 ＩＨクッキングヒーター 
261 電気炊飯器 
262 上皿自動秤 
263 計量器 
264 食品成分検査用具（塩分計、糖度計など） 
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実験観察・体験
用教材 

（住生活関連
教材） 

265 整理用教材（電気掃除機、清掃用具、まな板包丁滅菌庫など） 

266 家庭生活ロールプレイング用具一式 

267 保育人形 

268 遊具 

269 高齢者疑似体験セット 
270 ガス検知管、採取器 
271 照度計 
272 温湿度計 

※ 新規に例示した教材に「○」印を、例示内容を一部見直した教材に「△」印を付している

生活やものづくりの学びネットワークで開催してきた総会時の企画と春の学習会のテーマ一覧 

年 月 日 テーマ
2010 年 9 月 19 日 現代の子どもに必要な学びとは
2011 年 3 月 26 日 (東日本大震災で中止)
2011 年 9 月 25 日 これからの農業と私たちの生活
2012 年 3 月 31 日 原発事故をどう受け止め、学びの場につなげるのか
2012 年 9 月 30 日 生活やものづくりを大切にする社会へむけて
2013 年 3 月 23 日 大仏拝観とご講話「東大寺の修二会」
2013 年 9 月 29 日 人間がこだわってきたもの
2014 年 3 月 29 日 授業実践から学び、考える
2014 年 9 月 28 日 ていねいに暮らす・・・その思想と姿勢
2015 年 3 月 21 日 綿から糸を紡ぐ～紡績の道具と機械の話・糸紡ぎ体験～
2015 年 9 月 27 日 生活やものづくりの学びを通してどのような資質・能力を育てるか
2016 年 3 月 27 日 ICT を活用した授業事例
2016 年 9 月 25 日 実物、実感、認識―メディア／教育とジェンダーの研究を踏まえて
2017 年 9 月 24 日 学習指導要領と「家庭」、「技術・家庭」
2018 年 3 月 24 日 現代っ子不器用の証明
2018 年 9 月 23 日 新学習指導要領とこれからの高校「家庭」の展開
2019 年 3 月 23 日 18 歳成年消費者を取り巻く取引社会の様相―消費者問題、消費者法の視点から― 
2019 年 9 月 23 日 豊かな感性を育む「生活やものづくり」の学び
2020 年 3 月 29 日 (新型コロナ感染症拡大防止で中止)
2020 年 9 月 27 日 「新しい生活様式」を意識した授業づくり―コロナ禍の中の子どもと学

校  
2021 年 3 月 27 日 コロナ禍における実験・実習の工夫
2021 年 9 月 26 日 技術科と家庭科の「ものづくりの学び」―子どもたちの学びの保障から

考える―（予定） 

パンフレット一部改訂：赤塚朋子・坪内恭子・小谷教子・中山節子・薩本弥生 

2021年8月現在 世話人代表 赤塚朋子 
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